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膨大な情報量 
真に必要な情報を 
見つけ出すことが 
かえって困難に 

誰もがいつでもどこでも必要な地理空間情報を使ったり 
高度な分析に基づく的確な情報を入手し行動できる 
Ｇ空間（地理空間情報）高度活用社会の実現 

衛星測位 

地番 

道路 建物 

住居表示 
カーナビ 

人工衛星から発射される信号を用
いて位置や時刻情報を取得したり、
これらを利用して移動の経路等の
情報を取得すること 

GIS 

    地理情報システム（ＧＩＳ）        

Geographic Information System 

        

衛星測位（PNT） 
Positioning, Navigation and Timing 

ＧＩＳと衛星測位は、 
 

・様々な事象に関する情報を位置や 
 時刻と結びつけ、 
・情報通信技術を利用して取得、 
 管理、分析、表現し、 
・我々の行動選択の判断材料となる 
 的確な情報を提供する 

歩行者 

ナビ 

膨大な量の情報を位置と時刻を軸として
管理し、効率的に活用していくことが必要 

デジタル化された
地理空間情報を電
子地図上で一体的
に処理して視覚的
な表現や高度な分
析を行う情報シス
テム 

地理空間情報活用推進の意義 
地理空間情報 
活用推進基本法 
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地理空間情報 
活用推進基本法 

T
(時
刻

) 

地番 

道路 
建物 

住居表示 

行政の効率化・高度化 新たな産業・新サービスの創出と発展 

ＧＰＳ機能付き携帯電話 

国民生活の安全・安心と利便性向上 国土の利用、整備及び保全の推進等 

平常時

避難所A

避難所B

水位計

雨量計

豪雨1時間後

水位計

雨量計

避難所A

避難所B

豪雨2時間後

水位計

雨量計

避難所A

避難所B

豪雨時の洪水シミュレーション 

・コンテンツの流通環境が広がることによる 

 ビジネスチャンス拡大 
 

・携帯電話と衛星測位機能を組合せたサービス 

 発展への期待 

・公共施設などの情報や行政情報を 

 ワンストップで提供 
 

・高齢者等の移動支援など高度な民間サービス 

 の提供 

・基盤的地図データの共用による費用削減 
 

・資料収集、照会等の労力軽減 
 

・ＧＩＳと電子会議室を組み合わせたまち 

 づくりの意見・情報集約など質の高い取組 

 
・ＧＩＳは国土計画や環境計画などの策定、 

 公共施設の維持・管理などに利用 
 

・衛星測位は離島の管理・保全などに利用 
 

・特に防災分野では、ＧＩＳと衛星測位の 

 連携による災害状況の把握、復旧・復興 

 支援などへの活用に期待 

赤：固定資産  
灰：都市計画  
青：道路管理 

公共施設検索 

地図の重複整備 

高齢者等の移動支援 

経路案内 

歩道が狭い 

車がスピードを出
しやすい 

ピンポイン
トの店舗
広告 

平常時 豪雨1時間後 
豪雨2時間後 

地理空間情報高度活用社会（G空間社会）の実現 
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Ｇ空間社会のイメージ 



実用準天頂衛星システムの整備 政府関連情報 

衛星システム整備 
３機分の衛星システム開発整備 
 調達開始：平成２４年度 
 総額予算：約 ５１３億円（５年間） 
        （平成２４年度：１０６億円） 

http://www8.cao.go.jp/space/pdf/qzs/suishin.pdf 

○実用準天頂衛星システム事業の推進の基本的考え方 
  【平成２３年９月３０日 閣議決定】 
  ２０１０年代後半を目途にまずは４機体制   平成２８年度中に整備完了予定 
  将来的には、持続測位が可能となる７機体制を目指す 
  実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用は内閣府 
   →内閣府設置法等の一部を改正する法律案（平成２４年２月閣議決定、６月２日国会可決・成立） 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/utyuu/kettei/120214/gaiyou.pdf 

地上システム整備及び運用 
ＰＦＩによる地上システムの整備・運用に必要な費用等 
 調達開始：平成２４年度 
 総額予算：約 １,１７３億円 
 運       用：平成３０年度～４４年度（予定） 
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測位補強データ生成 電子基準点網 

ﾏｽﾀｰ 
ｺﾝﾄﾛｰﾙ局 

準天頂衛星初号機 
(みちびき) 

［測位補強情報］ 
 捕捉支援情報 
 測位補正情報 
 インテグリティ情報 

1m 10cm 1cm 
      LEX測位補強                              L1-SAIF+測位補強 

測位補強情報 
 L1-SAIF信号(250bps) 
 LEX信号(2000bps) 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾓﾆﾀ局 

自動車 低速移動車両 
測量 

鉄道 

GPS測位信号 

GPS 

＋ 

測位精度 

<高速移動体> 

屋内外シームレス 

GPS補完信号 

10m 

携帯端末 

準天頂衛星システム利用シーン 



14 

電子基準点網 

補強データ生成 

L1-SAIF 
LEX 

QZS GPS 

実験地球局（MCS等） 

L1CA(and L1P)、L2P L1C/A、L1C 
L2C、L5 

補強検証 
補強監視 

サブメータ級 
補強受信機 

センチメータ級 
補強受信機 

補強 

データ 

QZS（及びGPS） 
観測／運用データ 

SPAC 

民間企業など 

JAXA 宇宙関係インフラ開発、実験整備 

補強技術開発 

民間利用実証推進 

モニタ局網 

観測データ 

補完検証 

補強検証 

補強技術検証 

アブリケーション試用 

運用調整会議 
［事務局；JAXA］ 
全体計画まとめ 

会議に出席し 
実証への要望 
結果の報告 

SPACから 
実証支援 

（受信機貸与等） 民間利用 

実証調整会議 
[事務局：SPAC] 
計画調整 

計画調整 

実証報告 

ミッション運用計画 

補強 

配信計画 

フィールド検証 

利用に則した補強検証 

アプリケーション試用 

モニタ利用 

L1-SAIF 

LEX 

L1CA L1CA 
L2P 

L1CA 
L2P 

L1CA 
L2P 

民間利用実証の推進体制 

14 
14 



15 

Bluetooth Bluetooth 

L1
-S

A
IF

 
LE

X
 

＋2セット ＋2セット 

平成24年度新規準備 現在利用実証で使用中 

利用実証用ＱＺＳ受信機概要 
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パーソナルナビゲーション 

障害者支援ナビ、徘徊老人 

観光情報提供 

山間地(登山)行動支援  等 

測量 
静止・移動測量、登記 

山林調査、地籍、土木 

固定資産土地評価 

湖底（河床形状）測量 等 

基礎研究 

補強情報（測位補正情報）の 

基本性能検証 

サービス精度適応性検証 等 

カーナビゲーション 
ナビゲーション 

運転支援・分析 

ルート最適化検証 

歩行者危険報知 等 

防災 
地盤変位観測 

斜面モニタリング 

災害救難・津波検知 

緊急メッセージ 等 

IT施工 

IT農業（農機運転支援） 

除雪車誘導・精度検証  

建機・車運転支援 等 

鉄道･バス運行 

地図調製 

海洋調査、物流管理、位置認証、ロボット 

テーマ数        １１５ 

参加企業・団体数  ２５５ 

‘みちびき’を利用した実証実験を2011年1月から開始、3度の公募を経て、2013年8月31日 
時点のテーマ数115件（参加企業数；延べ255機関）で活動している。利用実証テーマは随時受付中。 

                                          

民間利用実証の全容 
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利用実証のポイント 

見守り・安心安全 

 ナビゲーション（シームレス） 

交通ＩＴＳ 

  隊列走行 

 

防災 

  緊急メッセージ 

基盤地図 

   

◆IＴ自動走行 

  精密農業 
   情報化施工 
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準天頂衛星システムの活用に向けた課題と解決策 

課題に対する解決策、今後の方策についてとりまとめ 

課題と解決策、今後の方策 

１）準天頂衛星システムの具体的な方向性の明示 
 ・準天頂衛星システムの整備に関する計画、方向性の明示 
 ・補強信号について、国際標準策定団体への提案の開始   等 

＜最終目標＞ 
 2010年代後半を目途に、わが国を含むアジア・オセアニア地域において、準天頂衛星システムによるサービスを
安定的に享受できる環境を整備。 

４）アジア・オセアニア地域における関係諸国との連携、 
協働体制の構築 
・受入国側の実情の把握 
・国別の実情に合わせた協力体制の段階的構築 
・実証実験等の取組を通じた連携体制の継続 
・オールジャパンの体制構築              等 

３）準天頂衛星初号機「みちびき」を用いたビジネスモデルの構築 
・利用実証の蓄積による技術的課題の解決 
・ビジネスモデルの実証の実施 
・社会実証の実施 
・利用促進策の実施 
・簡易メッセージ送信機能の実証の実施    等 

２）準天頂衛星システムの利用に必要な運用体制の整備、 
技術開発の推進、社会制度の整備 
 ・宇宙戦略室を中心とした関係省庁の連携体制の整備 
 ・準天頂衛星システムの利用拡大に関する産業界における体制
整備及び取組強化にかかる支援 

 ・関連する技術開発の着実な実施 
 ・安全性・信頼性等の規格化やその認証スキーム等の検討 
 ・妨害行為等への各種規制の検討 
 ・海外展開を視野に入れた人材育成、国際標準化を見据えた 
  体制整備                                等 

○4機体制が整備される2010年代後半までに利用側の体制や海外展開に向けての方策を着実に整備しておく必要があ
り、本研究会においては、以下のようなステップを踏み、最終目標を達成することを提案。 
○その際には、地理情報システム（GIS）等との連携を図りつつ、G空間社会の実現に向け、準天頂衛星システムの利用
に関する機運の高まりを醸成していくことが重要である旨、提示。 

「準天頂衛星を利用し
た新産業創出研究会」
最終報告書より 
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協議会に期待する役割 

政府関係省庁 

   SPC 

 (Special Purpose Company) 

エンドユーザ 

高精度 
衛星測位サービス 
利用促進協議会 

 
【事務局: SPAC】 

GNSS/GIS 

団体・企業 
ユーザ産業 

GNSS/GIS 

団体・企業 

GNSS 

プロバイダ 

海 外 

提案 
連携 

情報収集 

普及啓蒙 

提案 

社会実証等を通じて 

包括的な連携体制を構築 

連携 

連携 連携 

国 内 

◆ 国内外の関係団体・企業等と連携すると共に、エンドユーザのニーズを的確に把握し、 

     政府、SPCへ準天頂衛星の高精度測位サービスの利用促進策等を提案。 

◆ 社会実証等を通じ、ステークホルダー間に包括的な連携体制を構築し、サービス利用 

     気運の醸成。 

「第１１回衛星測位と地理空間情報フォーラム」経産省講演資料より 
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高精度衛星測位サービス利用促進協議会の設立 

  G空間社会の到来に備え、準天頂衛星システムが4機体制となり常時高精度測位サービス
が可能となる2010年代後半までに、同サービスを国内のみならずアジア・太平洋地域で広く利
活用するための環境整備が必要である。 
  このため、準天頂衛星システムのサービスの活用が想定される民間企業が、国内のみな
らずアジア・太平洋地域でビジネス展開するために必要となる業界横断的な課題を議論し、意
見集約を行い、政府へ提言し、対応を促すことを目的に本協議会を設立する。 

【設立目的】 

FY2012下期 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 

社会実証準備（R&D等） 社会実証 

実用化 

協議会の活動期間 

みちびきを含めた 

４機体制確立 

将来検討 

WGによる個別テーマ活動 

設立準備 

【スケジュール】 
 協議会は2013年度から開催し、準天頂衛星４機体制が整う2018年度まで実施 

QZS2 

QZS3 

QZS4 

打上げ 
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高精度衛星測位サービス利用促進協議会  
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種子島・屋久島ランドマーク実証実験 
整理No.00-10 

L1-SAIF 

 実証実験の全容 
    準天頂衛星システム（初号機みちびき）の高精度測位サービスを一般のユーザに参画して頂き、利便性等について  
    評価、既存産業振興に有用である検証を目的とする実証実験。 
 参加企業： 主催 （一財）衛星測位利用推進センター、ソフトバンクテレコム（株）  

 協力 

種子島 

 実験 

スケジュール 
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QBIC 2013年度 年間活動計画 
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実用準天頂衛星システム事業の推進については、「2010 年代後半 
を目途にまずは４機体制を整備する」ことが2011年9月に閣議決定 
された。 
 
GEONETは従来のGPS観測データに加え、QZS及びGLONASSの観
測データを2013年5月から提供開始している。 
 
準天頂衛星システム運用（PFI）事業が平成２４年度から開始された。 
 （整備５年、運用１５年間→平成２４年度末～平成４４年度末） 
  

     準天頂衛星システム実用化に向けて 

QBIC活動を推進し、みちびきの利用実証から４機体制の利用実証 

を経て、実用化に向けた利用環境整備に取り組んでゆく。 



ご静聴ありがとうございました 
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